
 

                                                                       

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

み ま た 

まちづくりセンターだより 令和 ３ 年 （２０２１） 

９ 月 発行 〈第６号〉 

美又まちづくりセンター 

℡・fax ４２－１７０４ 

8 月 31 日（火）今福小学校 2 年生 5 名と引率の先生 2 名

が「川の生き物探し」で追原川を探検しました。 

今年は雨の影響で何度も延期され、待ちに待った開催となり、

草むらの下などに網を入れ生き物を探しました。 

カワトンボやコヤマトンボの幼虫、カワニナ(源氏ボタルの幼

虫の餌になる)、ゲンゴロウの赤ちゃん、お腹に赤ちゃんの卵を

抱えたカニ、ゴリ、ハヤ、ハエ、カワムツ、ムギツク、ドジョ

ウ、トビケラなど沢山の生き物を見つけ、アクアスから来てい

ただいた指導員から説明をききました。 

子どもたちは「こんなにいろいろな虫や魚の種類がいるんだ」

「知らない虫が分かった」「追原川を大切にしたいと思った」な

ど感想を発表しました。 

 

８/31 今福小美又探検「川の生き物探し」 

川探検した後は、温泉スタンドに移動して足湯につかり、冷えた体を温めました。 

赤ちゃんの卵がついてます ‼ 



 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今福小学校田 稲刈 

お茶べり会 

９月７日（火）お茶べり会を開催しました。 

今回はスカットボールを行い、最高点の５

点の穴に球がいきなり入るなどハイレベルの

ゲームとなり盛り上がりました。その後、折り

紙や、クイズを行い脳の活性化にも挑戦しま

した。 

 
折り紙で「ひばち」 

ができました。 

３センター連携事業で 9月 7日（火）今福小学校田

の稲刈を行いました。これは５月に全校で田植えをし

た「ひめの餅」で、児童 45 名が３班体制で「刈る」、

「結ぶ」、「運ぶ」の３作業を地域の方の指導を受けな

がら順番に体験しました。約３畝の稲は１時間半程度

で刈り終わり稲ハデにかけました。 

刈った稲を結ぶ作業はなかなか難しく悪戦苦闘の

様子も見られましたが、刈った稲はハデまで運びまし

た。最初は我先にと走って運んでいた児童も、最後

頃には足取りも重く疲れた表情の児童も多く見られま

したが、何とか全員の協力で完結できました。 

最後に６年生から、「小学校最後の稲刈ができてよ

かった。」「班の人との協力や地域の方との交流がで

きてよかった。」などの感想が発表されました。 

最近では、金城でも農家の減少が進んでおり、家

庭では稲刈が体験できない児童も増えてきています

が、全校で体験できたことはきっといい思い出として

残ってくれると思います。 

台風が来てハデが倒されないか心配しながらも稲

刈が無事終わったことに感謝しています。 



宮本さんは長野県のご出身で、東京でお仕

事をされていた時ご主人と出会い、２８歳で

宮本家に嫁がれ 3 人の子どもを育ててこられ

ました。海が大好きで、東京から飛行機で広島 

美又在住者やＵ・Ｉターンされた方などを紹介  

 

    宮 本 小夜子  さん （美又町内会） 

へ、そこからくねくね道を通って浜田の海へ幾度となく来られたそうです。海が透き通っていてサザエ

やアワビなど美味しくて沢山食べたなあ…とポツリ。 

宮本さんは、中学校時代から英語が好きで、身に付けた英語力をかわれ、浜田市に住んでいる主婦や

学生など外国人を対象とした、日本語教室「市民の日本語 1・2・3」グループ活動に誘われ、毎週日曜

日日本語を教えるため市内に通ったそうです。その経験をご縁に、金城町や旭町の小学校に通う子ども

たち（アメリカ・ペルー・フィリピン・中国出身）にも日本語を教えてこられました。その子どもたち

は、小学校を卒業し、中学校、高校に進み、国立大学に合格した子もいたそうで、少しはお役に立てた

かなとおっしゃっていました。中には市内の企業で働き、結婚し子どもがいる人もいて、家庭をもって

頑張っているのが嬉しいとも話してくださいました。 

現在は、金城地域協議会委員（今年度は副会長）や美又湯気の里づくり委員会副会長、また、旧美又

保育所跡に完成した『ゆめハチ工房』で大黒とうふやこんにゃく、黒おから、かりんとうなどを作る加

工グループ「はなみずき」に参加し、地域の皆さんと協力しながら活動しておられます。 

今後は、美又地域が少しでも活性化できるように、未来を見据えてみんなで考えていきたいと話して

くださいました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

美又人
びと

紹介コーナー 

9 月 19 日（日）美又地区 GG 同好会の秋期大会

が、旧美又小グラウンドで開催され 13 名の参加が

ありました。秋晴れのなか 

楽しい交流となりました。 

      

                

               

上位結果は次のとおりです。 

1位 岡本 ミ ツ エ 38打 

2位 岩倉 紀美雄 43打 

3位 宮本 栄美子 44打 

 

美又地区 GG 同好会 秋期大会 

               

 

 今福地区連合自治会では、例年秋の交通安全運

動に合わせ「交通安全キャンペーン」を開催していま

したが、昨年から新型コロナの感染状況で中止しその

代わりに、「交通安全桃太郎旗の集中掲出」を JA 金

城支店前の県道沿いに行っています。 

 今年も 20 日（月）に各自治会役員が出て桃太郎旗

を設置しました。 

 また、30 日（木）までの期間中、今福小学校児童の

登校時に３自治会役員が当番で街頭指導を行ってい

ます。 

 皆さん、交通安全に気を付けましょう！ 

 

秋の全国交通安全運動 

 9月 21日～30日 



参加者募集  

 

本明山の麓、入野町内の約 4㎞を一緒に歩きましょう。 

日時：10月 28日（木） 午前 9時～12時 

集合場所：入野集会所 （現地集合・現地解散） 

参加費：100円 

   詳しくは、同封の募集チラシをご覧ください。 
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テーマ： 『島根の魅力再発見』 

    ～人口減少時代の地域づくり～ 

 

日 時：10 月 13 日（水） 午前 9：00～10：30 

 場 所：波佐まちづくりセンター  ☎44-0146 

 講 師：田 中 輝 美 氏  

    （島根県立大学地域政策学部 准教授） 

 

普段住んでいる地元・島根の魅力と言われて、何を思

い出しますか。 

もしかしたら意外と見えにくくなっているかもしれませ

ん。 

 その一方で、実は島根は今、人口減少時代の地域づく

りの先進地として、全国から注目されています。 

それはいったいなぜなのか－。 

 20年にわたって島根を見てきた立場から、島根の魅力

を再発見します。 

 お誘いあわせて、ぜひご参加ください。 

ふるさと学習会のご案内 

 美又まちづくりセンター横の駐車場で大きなツ

バキの実を発見。直径 6～7㎝位のまん丸で赤

茶色の実がぶら下がって鈴生りになっています。 

また、まちづくりセンターの利用者の方から頂

いた綿の木に白い綿ができました。昔は、綿を沢

山育てて布団や冬の防寒着などを手作りされて

いたそうです。 

        

自治会の窓   会長 岡本健治 

  グラウンドゴルフ大会の中止について 

 現在浜田市をはじめ全国的に新型

 

①美又地区親善グラウンドゴルフ大会 

②今福地区文化スポーツ祭 

          （グラウンドゴルフ） 


